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	＝医療・介護の現場から切実な声＝
	「賃上げには報酬への大幅引き上げを」――人材不足、物価高で経営も深刻
	キャラバンでの懇談では、深刻な人材不足と物価高、人件費の上昇が経営を圧迫している実態が相次いで語られました。
	看護師、介護職、看護補助者、リハビリ職などあらゆる職種で人材確保が困難になっており、とりわけ夜勤のできる介護職・看護師確保に苦慮しているとの声が出されました。新卒採用の減少に加え、退職がすすみ、人材紹介会社に頼らざるを得ない施設も多く、「高額な紹介手数料が大きな負担になっている」との訴えもありました。介護施設だけでなく病院にも、外国人特定技能実習生の活用も広がっていますが、人材不足の解消には至っていません。人材不足によって、病床休止も生じています。介護施設ではICT機器や介護ソフトの導入が進む一方...
	賃金については、ベースアップ評価料などを活用して賃上げを進めているものの、「物価高を考えれば十分ではない」と。2024年改定のベースアップ評価料の対象職種以外にも法人負担で賃上げするなど、職員の確保・定着に懸命に取り組んでいる実態が明らかになりました。
	一方、診療報酬・介護報酬については、「一定の改善はあるものの、物価や人件費の上昇には追いついていない」との声が共通していました。食材、光熱費、医療材料、委託費などの高騰や値上げに加え、施設の老朽化や設備更新も経営を圧迫しています。とりわけ、中小病院は改定の恩恵がなく、公的支援を求める声が多くあり、中には施設の建替えにも資金がなく、銀行も貸してくれず、断念したとの声も聞かれました。
	京都府北部では医師不足や職員不足が深刻で、「病院を競争させるのではなく、地域全体で医療・介護を守る仕組みが必要」との意見も出されました。さらに人口減少により、患者・利用者数も減り、ダウンサイジングするしかないとの声も聞かれ、地域社会のそのものの崩壊が懸念されます。
	国や京都府に対しては、●診療報酬・介護報酬の大幅な引き上げ、●物価高・人件費高騰への継続的支援、人材確保への支援、●人材紹介会社の高額手数料の規制、●地域医療・介護を守るための公的支援、●施設・設備更新への支援などを求める声が寄せられました。
	懇談を通じ、「職員の賃上げを実現し、安心して働き続けられる職場と地域の医療・介護を守るには、現場任せではなく、報酬の大幅な引き上げと公的支援の強化が不可欠」との認識が共有されました。
	寄せられたこれらの声は、国に対しては7月23日、京都府には８月28日の要請行動に反映します。私たちは来年以降もキャラバン行動を通じて、現場の声をすくい上げ、行政への働きかけを強めようと考えています。来年以降もこの行動へのご協力をお願いします。

